

































































































































































































































































































































































































次 「- 人 生 に 希望 は あ る の か- 」 とい う テ ーマ で,自分 の考 え を ま とめ る 。 討 論 番 組 を作 る。
1次 】課 題 図 書 を読 む (時 間 外 )1
(1時 間) l r想 うJ前 半 部分 を読 む
2次
聞 き取 り調 査 l
】キ ャス テ ィ ング に 関す る ア ンケ ー ト l
lキ ャス ト決 定 1
l新 聞 で調 べ る ・図 書 で 調 べ る l 1TV タ ッ クル の 分析 l
1調べ た 内容 を もと に 自分 の意 見 を文 章 化 す る。l 1番 組 制 作会 議 l
(希 望 はあ る。 希 望 は な い 。 両 方 の 文 章 を書 く) l番 組 台本 作 成 l
[垂 亘壁 司
(6時 間) l上 記 4の 文 章 を討 論 番 組 で の 討 論 者 の 言 葉 に I
l書 き換 え る 。
討論 番 組 上 馴 ＼
3次
lr想 う」 後 半 部 分 を読 む 」 ＼ ▲ ▲/ ⊥ 壁 オ編 集 (時 間外 ) l
lビデ オ 視 聴 l































































































で きるだけ みん なの意 見 を取 り入 れる こ とに特 に
専 念 して み る と僕 自身様 々な知識 をた くさん も らい
脚 本 を作 る こ とが で きま した。頭 の 中で ミニ討 論会
を行 うと楽 し くで きま した。所 々に僕 の意見 を入 れ,
この番 組 は ど うい う考 えかみ ん なに考 え て もらいた
か った。　　　　　　　　　　　 (デ ィ レクター)
その結果,テーマとしては今までにないほど重いも
のであったにもかかわらず最後まで投げ出すことなく
意欲的に課題に取り組むことができた。
③　見せる討論
番組出演者の中には,役になりきって,せりふを話
すのか,それとも自分の意見を言うのか,戸惑う者も
いた。実際授業の最初では,ただ,紙に書いてあるこ
とを読むだけという生徒が多かった。そのジレンマか
らか,台本無しで自由に討論すればいいではないかと
いう感想を口にするものもいた。しかし,役作りが進
み,せりふが自分の中に落ちていくと同時にその戸惑
いもなくなっていったようである。
この学習をやってみて普段テレビで見ている討論
番組の裏にいろんな工夫があることがわかりまし
た。見るだけだったらいろんな改善点が見つかるけ
ど,いざ自分でやってみるととても難しくどこをど
う直したらいいかも分からなくて悩んだりしました
…・(略)…・本番では,一人ひとりその
役に合った形で台本の言い方を変えるなど工夫でき
てよかったです。　　　　　　　　　　(討論者)
5.考察
実践1,2を行って分かってきたことを,研究の視
点に沿って考察する。
①　論理的な思考力
「事実」について,小5の子どもたちは,事実と意
見の区別の重要性はもともとよく自覚できている。新
たに本実践から見えてきた知見は,「事実のとらえ方」
についての認識の深まりである。子どもたちは,原稿
づくりの過程で.「事実をゆがめて報道することはま
ちがっている」と言いながらも,一方では,「伝えよ
うと意図していること」も大切であると考えている。
ここで子どもたちが悩んだ「事実か,表現者の意図か」
という問題は,客観性が重視される論理的表現におい
ても,事実は決して客観的なものではなく,表現者の
意図と密接な関係にある,ということを学ぶきっかけ
になる重要な内容を秘めている。
一方,中2では,賛成・反対の立場を明確にしたこ
とで,反論という思考が促され,意見そのものよりも
相手が取り上げる根拠に対して反証をあげようとする
活動が見られた。その過程の中で,「全体と部分」「特
殊と一般」という論理的な思考とともに,取り上げた
問題と自分との関係にこだわろうとする姿勢が見える
ようになってきた。子どもたちは,討論するというこ
とを,単に形式的な論理の対決とは考えず,自分の主
体の問題として取り扱っていこうとしている点で有意
義な議論になる可能性を秘めているといえる。
いずれの実践も,結果としては当初の目的を十分達
成したとはいえないが,形式的な論理的思考から抜け
出そうとしている点で有意義であったといえる。
(彰　コミュニケーションについての知識・技能
小5も中2も,グループ活動の中で一人ひとりに役
割を与えているが,これがコミュニケーションを活発
にする要因になっている。一つのせりふをめぐって,
それぞれの立場から見えた問題を出し合い,話し合っ
てよりよいものに改善していこうとしている。その中
で,相手の立場を考える,相手には自分がどう映って
いるかを想像する,相手の反応を予想する,といった
活動が行われているようであった。また,中2の子ど
もたちの中には,コミュニケーションの様子を頭の中
でモニターしながら話し合いを進めようとしているも
のもあったようである。
ところで,主要なコミュニケーションスタイルを,
一方向の伝達(小5)から双方向の伝達(中2)へと
段階的に仕組んでみたが,前者はともかく,後者につ
いてはなかなか期待したような成果は見られなかっ
た。事前に脚本を作り,フィクションとしての議論を
展開しようとしたにもかかわらず,相手の思いをくみ
取り,それにかかわらせながら自分の思いを述べる,
という活動は,授業場面などごく日常的であるにもか
かわらず,なかなか難しい。コミュニケーションのた
めの知識や技能の練習だけでなく,体験を通しての充
実感など,情意面への働きかけが重要である。
(釘　メディアについての知識・技能
教室をスタジオに見立て,ビデオカメラを設置する
だけの簡単な環境づくりであったが,子どもたちには
メディアを用いた表現活動の方法や意義,そして問題
点について多くのことを学ぶことができた。小5の子
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どもたちは,ニュースといえども様々な表現の可能性
があること,表現の仕方によって視聴者の受け取り方
が大きく変わってくること,情報発信者として責任や
正しい倫理観をもつことなどを学ぶことができた。中
2では,異なる役割をもった多くの人たちが協力し合
って番組ができること,討論番組でありながらフィク
ション性をもたせ,見せることを強調することによっ
て新しい発見が生まれる可能性があることを学ぶこと
ができた。「模倣」から「情報の加工」へという小学
校から中学校への段階的な配列は,一つの試みとして
可能性をもっているといえる。
④　他者とのかかわり
私たちは本実践で,メディアの学習が,情報機器活
用の技能や,テレビ番組制作についての知識の側面に
偏らないように配慮した。そして,情報機器を手段と
して,子どもたちが互いを理解し合う活動になるよう
に努めた。実際に情報機器を持ち込むと,表現の可能
性が広がったり,取り扱う情報そのものの量が増大し
たりして,私たちが当初危惧した問題がたくさん生じ
ることになった。しかし,番組をつくるためには,共
同作業を避けることはできない。自分が担う役割を子
どもたちが自覚したとき,他者を理解し,自分の思い
を他者に伝えようという活動が少しずつ見えるように
なった。
先行実践・研究の中には,カメラの「撮る・撮られ
る」という特性に着目して,情報機器を他者理解・自
己理解の方法として活用しようという試みが行われて
いるものもある。このような優れた研究に学びながら,
情報機器を効果的に用いて他者とのかかわりを作り出
していく実践を行っていきたいと思う。
6.おわりに
本稿は,小・中学校における国語科総合単元づくり
のための基礎的研究として,とくにその指導の「系統
性」に焦点をあてた。小学校5年生と中学校2年生に
おける単元の実践と検討がそこでは中心となった。こ
れは,国語科教育研究のなかでの国語能力の発達を対
象とした研究において,この両学年が中学校までの9
年間を通じてみたときに,重要な節目となる学年だと
されているからでもある。
二つの学年の単元とも,「メディア」を中心的な素
材としたものである。メディア・リテラシー(メデイ
アを読み書きする能力)の育成は,今日の国語科教育
研究においても重要な課題とされ,実践と研究がその
緒についた段階にあると言える。今回の取り組みは,
メディア様式の「模倣」を中心とした学習からメディ
ア様式を用いた「情報の加工」を中心とする学習への
展開を軸にしてメディア学習の系統を明らかにする上
で大切な階梯であると考えている。
小学校5年生の単元では「子どもたちの表現に対す
る意欲が高まった」ということが重要であり,中学校
2年生の単元では実際に番組をつくることによって
「論理的」に構成を考える力や「見せる」ために表現
する力の伸長が見られたということを大きな意義とす
ることができるだろう。「5　考察」で集約したよう
に,今回の二つの単元が「論理的思考力」を育てるた
めの働きかけとなったこと,そして「コミュニケーシ
ョン」「メディア」といった今日から将来にわたる言
語生活において避けて通ることのできないことがらに
目を向けていく視点を多くの児童・生徒が持ち得たこ
とは重要な成果である。こうしたことが「自己と他者
のかかわり」の原点となるだろう。
今後さらに,このような取り組みを継続しながら,
教科指導における「総合単元」とそれが子どもにもた
らす「力」とは何か,ということを研究していく必要
がある。「総合的学習」の存在が問われている現在で
あるからこそ,このことを解明することは重要な課題
である。なぜなら,情報の作り手になることと受け手
になることとの双方の体験ができるような「サイクル」
をつくり,「表現」という行為がなぜ大切なのかとい
うことを考える人を育てていくことが,OECDによ
る「生徒の学習到達度調査(PISA)」でわが国の高校
生の得点の低さが問題とされた「読解力(Reading
Literacy)」伸長の鍵を握ることだからだ。
本稿に報告した学習はメディアの形式を用いて情報
をやりとりするコミュニケーションの学習であると言
うことができるだろう。学習者は,既知の情報・知識
をもとにして新たな情報・知識と出会いながら,読
み・書き・聞き・話す活動を行った。一人一人が互い
に読み手になり,書き手になり,聞き手になり,話し
手となった。さらに単元の段階的配列をどのようにす
るかということを探り,「読解力(ReadingLiteraey)」
を育む「サイクル」を築き上げていきたい。
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